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デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
国
際
会
議
を
開
催

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
十
月
四
日
か

ら
五
日
に
か
け
て
、
国
際
決
済
銀
行

（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
と
の
共
催
で
「
Ｃ
Ｐ
Ｍ

Ｉ
（
注
） W

orkshop on D
igital 

Innovations : M
oney in the 

D
igital A

ge 

」
と
題
す
る
金
融
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
際
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
主

要
先
進
国
の
ほ
か
ア
ジ
ア
・
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
を
含
む
約
二
五
カ
国
か
ら

五
〇
名
以
上
に
上
り
ま
し
た
。

▼
会
議
の
冒
頭
、
黒
田
東は

る
ひ
こ彦

総
裁
が

挨
拶
を
行
い
、
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
経
済
厚
生
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
、
金
融
機
関
や
Ｉ
Ｔ
企

業
、
公
的
部
門
な
ど
、
多
様
な
主
体

が
協
力
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
な

ど
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
田
総
裁
の
挨
拶
は
、
日
銀
Ｈ
Ｐ

の
「
決
済
・
市
場
」
→
「
決
済
・
市

場
に
関
連
す
る
講
演
・
挨
拶
等
の
一

覧
」の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
は

じ
め
と
す
る
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
社
会
に
与
え
得
る
イ
ン
パ
ク
ト
や

課
題
と
い
っ
た
論
点
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
で
は
、
日
本
銀
行
と
欧
州
中
央

銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
が
共
同
で
行
っ
て

い
る
分
散
型
台
帳
技
術
に
関
す
る

調
査
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
テ
ラ

（P
roject S

tella

）」
の
内
容
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
（
日
銀
Ｈ
Ｐ
で
も

九
月
六
日
に
報
告
書
を
公
表
し
て
い

ま
す
）。
ま
た
、
初
日
に
は
、
中
央

銀
行
に
加
え
学
界
や
民
間
セ
ク
タ
ー

の
参
加
者
か
ら
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

巡
っ
て
は
、
各
国
中
央
銀
行
に
お
け

る
取
り
組
み
や
国
際
的
な
議
論
が
ま

す
ま
す
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
日
本

銀
行
と
し
て
も
、
引
き
続
き
こ
う
し

た
議
論
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冒頭、挨拶をする黒田総裁（撮影：野瀬勝一）

（�

注
）
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
傘
下
の
決

済
・
市
場
イ
ン
フ
ラ
委
員
会（C

om
m

ittee 
o

n
 P

a
y

m
e

n
ts

 a
n

d
 M

a
rk

e
t 

Infrastructures

）。
決
済
・
市
場
イ
ン
フ

ラ
分
野
に
お
い
て
、
中
央
銀
行
間
の
協

調
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な

基
準
設
定
を
行
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

日
本
銀
行
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。

プロジェクト・ステラに関するプレゼンテーションの模様

国際的な議論をリードする山岡局長（左）と小早川参事役（右）
（撮影：野瀬勝一）

会合の様子（撮影：野瀬勝一）



NICHIGIN 2017 NO.5233

ト ピ ッ ク ス

旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は

特
別
展
を
開
催
中

▼
旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は
特

別
展
「
た
て
も
の
い
ろ
い
ろ　

―
お

札
に
描
か
れ
た
建
物
・
建
築
家
―
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
家
・
辰
野
金
吾
や
長
野
宇
平

治
ら
の
設
計
に
よ
る
建
物
が
魅
力
の

旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
。
そ
の
館

内
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が
描
か
れ

た
世
界
各
国
の
紙
幣
約
九
〇
点
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
エ
ッ
フ
ェ
ル

（
一
八
三
二
～
一
九
二
三
）
と
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
よ
う
に

建
築
家
と
そ
の
建
築
家
の
設
計
し
た

建
物
が
描
か
れ
た
紙
幣
、
ピ
サ
の
斜

塔（
イ
タ
リ
ア
）や
万
里
の
長
城（
中

国
）
な
ど
世
界
遺
産
の
建
物
が
描
か

れ
た
紙
幣
、
議
会
の
建
物
が
描
か
れ

た
紙
幣
な
ど
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

建
築
デ
ザ
イ
ン
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
一
九
カ
国
で
使
わ

れ
て
い
る
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
紙
幣

は
、
域
内
で
共
通
に
使
わ
れ
る
た

め
、
特
定
の
国
の
建
物
は
避
け
、
欧

州
の
時
代
と
様
式
を
テ
ー
マ
と
し
た

架
空
の
建
築
物
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時
代

の
古
典
期
か
ら
、
ゴ
シ
ッ
ク
、
ル
ネ

サ
ン
ス
や
現
代
ま
で
の
各
時
代
を
代

表
す
る
建
築
様
式
を
取
り
入
れ
た

窓
、
橋
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
か
ら
発
行
さ
れ
は
じ
め

た
新
シ
リ
ー
ズ
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
現
実
に
は
存
在
し
な
い
建
築
物

の
デ
ザ
イ
ン
を
見
な
が
ら
、
各
国
の

実
在
す
る
建
物
を
思
い
浮
か
べ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

特
別
展
開
催
期
間
中
、
二
〇
一
八

年
二
月
九
日
（
金
）
～
十
八
日
（
日
）

ま
で
、
小
樽
市
内
で
は
地
元
イ
ベ
ン

ト
「
小
樽
雪
あ
か
り
の
路み

ち

」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
は
金
融
資
料

館
す
ぐ
そ
ば
の
北
海
道
の
開
拓
を
支

え
た
鉄
道
跡
（
旧
手
宮
線
）
や
小
樽

運
河
な
ど
を
中
心
に
、
市
内
各
所
で

夕
暮
れ
時
か
ら
ろ
う
そ
く
に
あ
か
り

が
灯
さ
れ
ま
す
。
降
り
積
も
っ
た
雪

が
あ
か
り
に
照
ら
さ
れ
広
が
る
幻
想

的
な
風
景
と
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

金
融
資
料
館
の
た
た
ず
ま
い
も
見
ど

こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

　

金
融
資
料
館
で
も
、
二
〇
一
八
年

二
月
九
日
（
金
）
～
十
一
日
（
日
）、

十
七
日
（
土
）
の
四
日
間
は
開
館
時

間
を
午
後
七
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
休
館
日
】
水
曜
日
、
年
末
年
始

　

�（
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
九
日

（
金
）～
二
〇
一
八
年
一
月
五
日（
金
））

雪景色の金融資料館

二
〇
一
八
年
二
月
二
十
日（
火
）ま
で
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【
開
館
時
間
】

　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

【
開
館
時
間
延
長
日
】

　

�
二
〇
一
八
年
二
月
九
日
（
金
）
～

十
一
日
（
日
）、
十
七
日
（
土
）
は

午
後
七
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

※�

最
新
の
情
報
は
金
融
資
料
館
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】

　

�

北
海
道
小
樽
市
色
内
一―
一
一―
一
六

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

金
融
資
料
館

　

�

〇
一
三
四
―
二
一
―
一
一
一
一

■日本銀行の宮野谷理事は、点描画の創作に取り組
んでおり、11 月下旬に上野・東京都美術館で開催さ
れた美術展に作品を出展しました。私もこっそりと
観賞に訪れましたが、なんとそれは、「伊根の舟屋群」
というタイトルの優しい静寂が伝わってくる美しい
作品でした。本号の地域の底力は「海の京都」丹後
地方、その扉ページの写真は伊根町・舟屋群の夜景
です。この偶然の一致に驚きました。理事によると、
大阪支店長時代にこの美しい風景に出会い「日本の
原風景が地元の人々の努力により維持されているこ
とに感銘を受けた」とのこと。今回の地域の底力では、
さらに新展開する丹後地方の今をお届けします。さ
て、本誌 2006 年第 5 号から始まった「地域の底力」
について、2016 年第 48 号までを取りまとめ「にち
ぎん別冊　地域の底力」を 11 月下旬に発刊しました。
印刷部数に限りがあるため、全国の地方自治体や図
書館等にお送りして皆様の閲覧に供することにしま
した。この 10 年超の地方創生の進化を、ミクロベー
スで振り返ることにお役に立てれば幸いです。（鶴海）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に
掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichig in/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（http://
www.boj.or.jp/）をご覧ください。
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運河プラザ●

至余市・倶知安 至札幌

小樽文学館●
小樽美術館

オーセントホテル小樽●

NTT●●長崎屋

●ハローワーク

金融資料館

小樽運河

JR小樽駅

小樽臨
海線

国道5号線

お
た
る
日
銀
通
り

郵便局●

広
報
誌
「
に
ち
ぎ
ん
」
の 

「
別
冊
」
を
発
刊
し
ま
し
た

　

本
誌
掲
載
の
役
員
と
各
界
の
第
一

人
者
と
の
対
談「
守
・
破
・
創
」と「
地

域
の
底
力
」
の
二
〇
一
六
年
冬
号

（
四
八
号
）
ま
で
の
記
事
を
各
々
一

冊
に
ま
と
め
た
「
別
冊
」
を
、
十
一

月
二
十
七
日
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
図
書
館
等
に
お
配
り
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
誌
五
一
号
（
九
月
二
十
五

日
発
行
）
の
「
日
本
銀
行
の
レ

ポ
ー
ト
か
ら
1
」
に
掲
載
さ
れ

た
「
地
域
経
済
報
告
」（
さ
く
ら

レ
ポ
ー
ト
）—

二
〇
一
七
年
七

月—

の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

■
二
四
ペ
ー
ジ
図
表

　

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
と
、
わ
が
国
経
済
の

成
長
力
へ
の
影
響

　
（
誤
）
人
出
不
足

　
（
正
）
人
手
不
足 


